
掛二小学校重点目標
やさしく伝え合おう

進んでやろう

学校便 り  平成30年 5月

掛三小は」RCに加入しています
本校は平成28年度末にJRCに加入しました。」RCは Junior
Red Crossの 略で、日本語では青少年赤十字となります。救護活
動や献血、国際的な支援活動などを行っている日本赤十字社の活

動の一つです。

JRCの 目的は、青少年が人道・博愛の赤十字の精神に基づい
て、世界の平和と人類の福祉に貢献できるよう青少年自身が日常
生活の中で望ましい人格と精神を自ら形成することです。そして、子どもたちが 「気づき
・考え 0実行する」過程を重視し、単なる技術伝達ではなく「やさしさ」や 「思いやりの

心」を育みます。

「気づき・考え・実行する」がJRCの精神
本校児童は、明るく素直で責任感があるというよさを持

っています。そのよさを大切にしながら、自主性や積極性

を育てることを課題と捉えています。そこで、 JRCの 精
神を教育活動に取り入れることにしました。どんな活動を

しているのか、具体的に紹介します。

OJRC委 員会…そうじのない日のそうじ。奉仕的な活動
(全校石拾い等)や 「すずかけ賞」の呼びかけ。 ○各担任
によるJRC活動の推奨。 ○福祉委員会…アルミ缶集
め。 ○全校で行っている、だいじ3(ス リー)「ともだちはだ
いじ あいさつはだいじ そうじはだいじ」。 ○名前の 「さん」づけやふわふわ言葉。
この他にも、 」RCの精神をより所にして、様々な活動を進めています。

「すずかけ賞」で、自己有用感を高めま
自分に自信を持ち、自主的な生活をするためには、自己有用感が必要です。自己有用感
とは、「他人の役に立った、他人に喜んでもらえた、他人から感謝された等、自分と他者と
の関係を自他共に肯定的に受け入れられることで生まれる、自己に対する肯定的な評価」
のことです。この自己有用感を高めるために、個人や集団の価値ある行動を認めることが
大切だと考え、JRCと関連づけて、本年度から「すずかけ賞」の取組を始めました。す
ずかけ賞には、以下のような種類があります。

【校長】校長の判断や職員からの報告を受けて、校長から個人や集団に賞状を渡す。
【学級担任】学級担任が自分の判断や職員からの連絡を受けて、学級で紹介する。
【学級内で児童相互】児童が、学級内で友だちのよい行いを認める。
【」RC委員会】委員会から全校に呼びかけ、他学級、他学年の児童間の認め合いを行い、
「すずかけの木」に積み上げていく。
人は、認められることで自信がつきます。各家庭でもお子さんのよい行いを認め、ほめ
てあげてください。                     〔文責 :校長 安田〕



実顔ステージの目玉。運動会 6月 2日 1土)※予備日6/3{日 )
<色分けと種目>
・赤、自、青の3色対抗
赤組 :6年 3組、5年3組、4年2組、3年1組、1年 3組
自組 :6年 1組、5年2組、4年 1組、3年2組、2年 2組、1年1組

青組 :6年 2組、5年1組、3年3組、2年1組、1年 2組
・徒競走は6コース(1レース6人 )で行い、運動場を斜めに使います。
・種目は、徒競走、団体競技、団体演技、選抜リレー (3年生以上)です。
・競技の部と応援の部で争います。

<お知らせ>         ・

・徒競走を走る前に、一人一人の名前を呼びます。少し時間がかかりますが、一人一人が活躍す
る大切な種日です。御理解下さい。
・当日は、家族で昼食をとるようにお願いいたします。
・来賓以外の方の駐車場はありません。御了承ください。
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様々な活動がスタートしました

ヨムニ読み聞かせ

特別支援教育だより 2
学 力の定着に、家庭学習の習慣化 も大切だと言われています。第二小では、低学年は 2
0～ 30分 、中学年は 40～ 50分 、高学年は 60～ 70分 が、家庭学習の時間的な 目安
となっています。「〇年生だか ら、○○分やるんだよ。」 と言われて も、「そんなにできっこ
ないよ !」 という声が、子 どもか ら聞かれるかもしれ ません。少 しでも前向きに取 り組む
ようになる手だてはないで しょうか。
学校か らの宿題に取 り組んでいるので、その宿題に何分間取 り組んでいるのか、時間を
計つてみるというのはどうで しょう。時計で時間を計ってもいいと思いますが、ス トップ
ウォッチで計ってみると、取 り組んでいる時間がはつき り分か ります。「本読みに□分取 り
組んでいるんだ。漢字練習は集中して書 くと△分。計算練習は◇分。なんだ、自分 つて案
外勉強 しているんだ。」 ということに気がつ くと思います。そ して、「あと○分、頑張る
ぞ !読 書にしようかな。問題集 をやろうかな。」 ということに、なるか もしれ ません。その
後、お母 さんやお父さんか ら、「○○分勉強 したんだ。たいしたもんだなあ。」な どと声を
かけて もらった ら、自己肯定感 UP、 UP。 自信にも繋がると思います。

交通教室 避難訓練
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PTA総 会への御出席ありがとうございました。また、第 1回奉仕作業が無事終わり、運動
に向けて環境を整えることができました。ありがとうございました。
PTA広 報 「おおいけ」 1号が先日発行されました。第 2号も楽しみです。
<今後の活動>
●親睦インディアカ大会6/23(土) 練習 :6/19(火 )高学年、20(水)中学年、21(木 )低学年
参加の募集を、引き続き受け付けています。大勢の方の参加をお待ちしておりまする


